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<論 文 内 容 の 要 旨 > 



































形式は選択式５問，短答式５問，記述式１問の計 11 問，記述式のみ２点満点の計 12 点
満点，解答時間はもう一つのブロックと合わせて 36 分間であった。解答者数は PBA が
136 名，CBA３水準がそれぞれ 42～43 名であった。結果は PBA が平均 6.91，「タブレ
ット-ケータイ」が 5.93，「PC-QWERTY」が 5.35，「タブレット-QWERTY」が 4.95 で
あった。1 要因配置の分散分析の結果，PBA と QWERTY 配列の２つの群に差が見られ



















< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
近年，急速に発展しているコンピュータ技術に伴い，大規模調査の CBT（Computer 















パイロット調査の企画主体は IEA（International Association for the Evaluation of 
Educational Assessment，国際教育到達度評価学会）とわが国の代表機関である国立教
育政策研究所であり，プレパイロット調査は国立教育政策研究所であった。本研究は両
機関の許可の下に行われた調査であることから，データの規模と調査デザインにはおの
ずから制限があった。その中で得られた成果であることには留意すべきである。 
予備審査から本審査に至る過程では，論文の構成や表現に不明瞭な部分が複数個所指
摘されたが，完成稿においては概ね解消された。本研究が提起した課題には，本研究が
抱える技術的な難点をはるかに超えた社会的意義と影響力があり，その点では特筆すべ
き成果が得られたと評価される。 
よって，本論文は博士（教育情報学）の学位論文として合格と認める。 
